





















































































































第1C c$2第3C cD2合計の平均値     
近所で言葉をかわした 纉R3.67 紊1.28 緜r       
観光で話した経験 ?緜?1.60 ???1.28 ???
親しいつきあい B3.45 貳ﾂ1.04 R        
共同討論.共同学習 繝"2.98 r1.03 b        
スポーツ.芸術交流 緜b2.79 b1.03 "        
国際的ボランティア ??r?.29 ???1.00 ??2?
食文化知識の量 經22.97 經2.05 2        
生活文化知識の量 緜B2.07 1.55 縱       
政治経済知識の量 紊22.33 1.ll 經R        
日韓関係史の知識量 b2.93 B2.07 經b        
平均値でみる第1クラスターの重要項目は, ｢近所で言葉を交わした経
験｣ ｢観光で話した経験｣ ｢親しいつきあいの経験｣ ｢共同討論･学習経


















クラスター 佰ｹgｸﾘ(ﾕ｢日本大学 亊異ﾘ(ﾕ｢韓国大学 俘xﾇb    
知識を欠いた交流タイプ 9ﾂ115人 )ﾂ10人 Cﾂ           
13.8% r絣R3.0% 綯Rll.5%     
知識.交流多タイプ )ﾂ84人 ﾂ12人 3ﾂ          
4.3% "繧R0.8% 釘R6.3%     
交流を欠いた知識派タイプ 悼ﾂ257人 cﾂ139人 都c9ﾂ        
26.5% 偵"R42.5% 鼎偵RR36.6%    
無関心タイプ 鼎IﾂZOO人 Iﾂ120人 涛Cﾂ         
55.4% 絣R53.8% 鼎"縒R45.5%     
合計 都Cyﾂ656人 悼ﾂ281人 ﾂ          
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ノTー ソナルな関係意欲 :0 
歴史問題への構え :0 



































































クラスター 2 知識 交流多タイプ
(クラスター間での相対的位置)

































































































































































































































調査がある｡ ｢H韓申3ヶ国世論調査｣ 『朝日新聞　国際衛星版』 2005年4月28























6 ) Kolb氏の代表的著作は, Kolb, D.A. "ExpeT･iential learning: Experience as the
source of learm'ng and development. " ENGLEWOOD Cliffs, NJ : Prentice
Ha11, 1984.
7 ) McCarthy, B. `Using the 4 MAT System to Bring Learning Styles to Schools'
"Educational Leadership", pp 31-37, 1990, October. i Patricia Weber and
Fred Weber. ''Using 4 MAT to Improve Student Presentations. "Educational
Leadership", pp 4ト46, 1990, October.を参考にした.
8)フアシリテ-ション･スキルについては数多くの文献があるが, Kolb氏の学習
モデルを援用した次の文献は参考になるo JeffE. Brooks-Harris and Susan R.
Stock-Ward. ``Workshops : Designing and fTacilitating experiential leaT･ning",
SAGE Publications, 1999, pp 119-141.
9)例えば,大阪府立岸和田高校の実践｢柔らか頭で『日韓』論議　高校生が模擬
首脳会議｣も一一例である｡ 『朝日新聞　国際衛星版』 2005年4月7日｡
10)朝野興彦『入門多変量解析の実際　第2版』講談社, 2000年, 91-95頁｡
